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麟M鳴覆附直I
翡

は

「
一
人
の
受
整
も
受

験
機
会
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ

う
に
」
と
諾
っ
た
。

・

言
葉
は
印
象
的
だ
が
、
共
通

テ
ス
ト
の
わ
ず
か
4
旦
即
。
逆

に
受
験
生
が
動
揺
す
る
の
を
懸

念
し
た
。
準
傭
に
追
わ
れ
る
大

学
に
負
荷
が
か
か
り
、
大
き
な

入
試
ミ
ス
に
つ
な
が
る
こ
と
を

恐
れ
た
。

こ
れ
で
収
ま
れ
ば
と
願
っ
た

焚
異
例
続
き
の
展
開
の
序
曲

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
共
通
テ
ス

ト
初
日
に
東
大
前
で
受
験
生
ら

へ
の
刺
傷
事
件
が
起
き
、

2
日

目
は
ト
ン
ガ
沖
の
噴
火
に
伴
う

津
波
警
報
の
影
響
が
続
い
た
。

倉

元

直

樹

（稟
北
大
懲
巴

私
も
入
試
業
務
に
向
か
う
間
際
の
不
正
行
為
の
完
全
防
止
は
技

に
電
車
の
運
休
を
知
り
、
早
朝
術
的
に
困
難
だ
と
言
わ
れ
る
。

5
時
す
ぎ
に
代
替
の
交
通
芳
段

今
回
は一

人
の
受
験
生
の
出
来

を
探
す
羽
目
に
陥
っ
た
。
心
と
い
う
こ
と
で
収
ま
り
そ
う

追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
ス
だ
が
、
も
し
組
織
的
な
犯
行
だ

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
試
験

っ
た
ら
、
と
考
え
る
と
ぞ
っ
と

問
題
流
出
、
想
定
す
べ
き

問
題
の
流
出
。
ス
マ
ホ
に
よ
る
す
る
。

カ
ン
ニ
ン
グ
は
こ
れ
ま
で
も
あ
刺
傷
事
件
、
問
題
流
出
と
も

る
が
、
試
験
問
題
の
流
出
は
2

辺
迎
rギ
6

っ
た
若
者
の
心
理
に

0
1
1年
以
来
の
大
ご
と
だ
。

配
慮
し
た
雹
見
を
散
見
す
る
。

問
題
流
出
が
大
き
な
社
会
問
題
前
途
あ
る
若
者
が
追
い
込
ま
れ

と
な
る
の
は
入
酌
制
度
乞
限
底
た
こ
と
は
心
が
濱
む
が、

50万

か
ら
壊
し
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

人
超
も
の
受
験
生
や
、
翌
年
以

ウ
エ
ア
ラ
プ
ル
端
末
な
ど
通
降
の
受
験
生
も
重
大
な
被
害
を

信
磯
器
が
発
達
し
た
今
、
類
似
受
け
た
こ
と
は
十
分
理
解
し
て

,.. 

く
ら
も
と

・
な
お
き

1
9
6
1

.

年
北
海
道
生
ま
れ
。
東
大
大
学
院
博
i

士
課
程
満
期
退
学
。博
士
（
教
育
学
）。
i

日
本
テ
ス
ト
学
会
理
事
。
専
門
は
教

-

育
心
理
学
。

．．．．．．
．．
 
，
 ．．
 

J
 

ほ
し
い
。

術
革
新
と
の
い
た
ち
ご
っ
こ
に

日
本
の
入
試
制
度
の
セ
キ
ュ
陥
る
。

リ
テ
ィ
ー
は
盤
石
と
は
言
い
欝

不
正
を
憎
み
、
互
い
を
尊
重

り

問
題
作
成
か
ら
発
表
ま
で
、
す
る
文
化
こ
そ
が
不
正
防
止
の

悪
憲
を
持
っ
た
不
正
行
為
を
完
最
大
の
抑
止
力
だ
。と
は
い
え
、

全
に
防
ぐ
手
だ
て
は
な
い
。
そ
組
織
ぐ
る
み
の
試
験
問
題
流
出

れ
で
も
制
度
が
機
能
す
る
の
の
危
険
性
は
想
定
す
る
べ
き
だ

は
、
個
々
の
受
験
生
の
フ
ェ
ア
ろ
う
。
そ
の
場
合
で
も
罰
則
が

プ
レ
ー
精
神
と
関
係
者
の
真
摯
最
高
で
懲
役
3
年
の
偽
計
業
整

な
努
力
、
周
囲
の
理
解
、
受
験
妨
害
罪
を
適
用
す
る
し
か
な
い

生
へ
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
に
よ
と
す
れ
ば
、
大
い
に
‘出
配
に
な

る
。
試
鰤
訟
醤
の
キ
す
，
業
務
は
る
。

不
正
豆
為
の
摘
発
で
は
な
い
。

2
月
か
ら
一
般
選
抜
が
本
格

試
顆
室
内
の
全
受
験
生
が
集
中
化
し
、
入
試
シ
ー
ズ
ン
も
大
詰

し
て
実
力
を
発
揮
で
き
る
、
平
め
だ
。
コ
ロ
士
涸
の
収
束
が
見

穏
で
快
適
な
環
境
の
整
傭
に
あ
え
な
い
上
、
今
年
の
共
通
テ
ス

る
。
不
正
臼
為
防
止
は
そ
の
一
卜
で
は
数
学
が
極
端
に
醗
し

環
だ
。

＜
、
出
願
先
の
再
検
酎
な
ど
を

互
い
を
僧
頼
し
て
公
正
公
平
迫
ら
れ
て
い
る
受
験
生
は
多

を
保
つ
精
神
は
入
試
制
度
の
根
い
。
せ
め
て
今
シ
ー
ズ
ン
の
終

幹
で
あ
り
、
日
本
社
会
の
文
化
了
ま
で
何
事
も
起
こ
ら
ぬ
よ
う

的
成
熟
を
示
す
財
産
だ
。
金
属
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
、
万
全

探
知
磯
の
導
入
な
ど
、
性
悪
説

を
期
し
て
臨
み
た
い
。
本
格
的

に
基
づ
く
制
度
の
再
構
築
に
は
な
議
論
は
そ
れ
か
ら
だ
。

膨
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
技


